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博覧会から博物館都市へ
─信州松本を例に─
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明治大学　文学部　教授

　博覧会や博物館が地域自治体の文化にあたえるものについて考えるために、重要な事例とし

て、長野県、特に松本市を論じたい。長野県は全国の都道府県別の比較では登録博物館数がつ

ねに全国１位である。これは、地域と博物館が他にはない歴史的つながりを持つ地域であるこ

との証左である。ここでは明治以降の歴史を振り返りその意味を考えたい。

　明治６年開催の松本博覧会は地域の人々にとって意味のある地域の経験であった。明治５年

からはじまる松本城の払い下げと取り壊しは、地元にとって大きな苦痛だったが、なんとか天

守閣だけは守ろうと市川量造らが活動を開始した。その方法は、松本博覧会の開催だった。維

新前後の国際万国博覧会における幕府御用掛の田中芳男が飯田出身であったこともあり、博覧

会開催へのノウハウもあった。市川は博覧会の建言書のなかで、近代博物館の思想をふまえた

うえで、松本城を城郭ではなく「博覧会から博覧館へ」という構想を明記している。市川らの

市民活動は、松本城の博覧会期間を含む 10年の借り受けをして松本博覧会を開催したが、二

代広重が錦絵にするほど松本博覧会は盛況をきわめ、その収益で結局買い戻すことに成功する。

こうして松本城保存に成功する。さらにこれに気を良くした筑摩県令は、筑摩県各地で博覧会

を奨励した。明治７年から９年まで、筑摩県が廃止され長野県になるまでの数年、松本城では

毎年、筑摩県内の広い地域で、荒れかけた神社仏閣の敷地を活用し、博覧会が開催され続けた。

「文化財は市民が守る精神」のはじまりである。

　しかし博覧会博物館と地域活動との結びつきは、筑摩県廃止以降は下火になる。これが再興

されるのは日露戦争前後である。日露戦争に出征した松本出身の軍人が出征先で集めた彼の地

の草花標本、紙幣、写真、戦利品などが小学校に寄贈され、相当数の資料となった。当時の校

長であった三村寿八郎はそれらの資料を『明治三十七、八年戦役資料館』として広く公開した。

ここには、松本の人びとによって軍事関係資料 1300点・博物標本 2100点、風俗資料 300点、

など、戦争体験だけではない幅広い資料が収集された。のちにこれが郷土資料館『松本記念館』

になる。松本の人々にとっての歴史の形見のみならず、他の歴史資料にも貴重なものがある。

地域の足跡とそこに育てられる誇りを、地域の人びと自身が発展させていくという文化が醸成

されたと言ってよいだろう。松本記念館はその後、自然系の資料も増やしていく。とくに、高
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山植物研究の第一人者であり信濃山岳会や信濃植物学会などから支援を受けた河野齢蔵は、記

念館に山岳室を設け、みずから収集した標本類や専門書籍をここに寄贈し、松本市内にロック

ガーデンを設置する活動を通して、山の文化と松本市民を結ぶ役割を果たした。総合博物館が

地域の人々とともに育てられたと言えよう。

　その他、戦後の復興と白樺派の教育者たちと民藝運動のつながりを挙げておかなければなら

ない。白樺派の影響を受けた学校教員たちは、新しい時代を迎えるにあたり、白樺派を中心と

する中央の文化人を松本に招き、「話を聞く会」活動を行っている。現在では胡桃沢勘内コレ

クションとして松本博物館に残されている資料をみると、この会を中心に広がる人間のネット

ワークが、教育分野、地元産業の復興、その結果として松本の戦後文化の発展にも寄与したこ

とがわかる。手仕事と産業復興をドッキングさせて成功した池田三四郎の松本民芸家具、小林

一三夢による花いっぱい運動、などがある。

　現在の松本は「三都」学都・岳都・楽都のアイデンティティを、市のスローガンに掲げ、博

物館活動や観光行政に利用している。学都（深志神社・旧開智学校・旧松本中学）岳都（山岳

の文化の地・エコミュージアム）楽都（鈴木メソッドの地・小澤征爾とサイトウ・キネン・オー

ケストラ）は、それぞれ、この松本にゆかりある文化をあらわし、現在に引き継がれているも

のである。松本は「美ヶ原から槍ヶ岳まで　松本は屋根のない博物館」すなわち、松本まるご

と博物館構想を掲げている。建物ではなく、市域平面を博物館空間として構想する試みであり、

市民の歴史と活動が現在進行形で進められている。その現在の在り方も、報告した。
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